
６ 道徳指導計画 

 (１) 道徳教育全体計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

Ａ 

主として自分自身に関す

ること 

Ｂ 

主として人との関わり

に 

Ｃ 

主として集団や社会と

の関わりに関すること 

Ｄ 

主として生命や自然，

崇高なものとの関わ

りに関すること 

１
・
２
学
年 

◎善悪の判断， 

自律，自由と責任 

（1）よいことと悪いこと

の区別をし，よいと思う

ことを進んで行うこと。 

○礼儀 

（8）気持ちのよい挨

拶，言葉遣い，動作な

どに心掛けて，明るく

接すること。 

勤労，公共の精神 

（12）働くことのよさ

を知り，みんなのため

に働くこと。 

自然愛護 

（18）身近な自然に

親しみ，動植物に優し

い心で接すること。 

３
・
４
学
年 

○希望と勇気，努力と強

い意志 

（5）自分でやろうと決め

た目標に向かって強い意

志をもち，粘り強くやり

抜くこと。 

◎相互理解，寛容 

（10）自分の考えや意

見を相手に伝えるとと

もに，相手のことを理

解し，自分と異なる意

見も大切にすること。 

公正，公平，社会正義 

（12）誰に対しても分

け隔てをせず，公正，

公平な態度で接するこ

と。 

感動，畏敬の念 

（20）美しいものや

気高いものに感動す

る心をもつこと。 

５
・
６
学
年 

◎希望と勇気，努力と強

い意志 

（5）より高い目標を立

て，希望と勇気をもち，

困難があってもくじけず

に努力して物事をやり抜

くこと。 

○相互理解，寛容 

（11）自分の考えや意

見を相手に伝えるとと

もに，謙虚な心をもち，

広い心で自分と異なる

意見や立場を尊重する

こと。 

よりより学校生活，集

団生活の充実 

（16）先生や学校の
人々を敬愛し，みんな
で協力し合ってよりよ
い学級や学校をつくる
とともに，様々な集団
の中での自分役割を自
覚して集団生活の充実
に努めること。 

よりよく生きる喜び 

（22）よりよく生き

ようとする人間の強

さや気高さを理解し，

人間として生きる喜

びを感じること。 

「豊かな心をもち，たくましく生きる児童の育成」 

○めあてをもち確かに学ぶ子 

○思いやりをもって支え合う子   

○目標に向かって心と体をきたえる子 

学校教育目標 

自己の生き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立した一

人の人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳

性を養うこと 

道徳教育目標 

１ 豊かな心・健やかな体の育成 

２ 不登校児童・生徒の解消 

３ 確かな学力の向上 

４ 特別支援教育の充実 

５ 外国語教育の充実 

６ 保幼小連携・小小連携・小中連携の強化・拡充 

７ 学校園・家庭・地域が連携した教育の推進 

８ 教職員の資質向上 

９ キャリア教育の推進 

１０ 幼稚園の統廃合に向けた教育環境の整備 

・児童は明るく素直である。 

・異年齢とのかかわりが多

く，友達とよく遊ぶ。 

・積極的にリーダーシップを 

発揮できる児童は少ない。 

・仲間内の暗黙のルールや習

慣が先行し，切磋琢磨しよ

うとする意識が希薄。 

・コミュニケーションの取り

方が苦手で，他や全体を考

えた言動が乏しい。 
○基本的な生活習慣を身に付け，粘り強くやり抜く子ども。 

○相手のことを理解し，自分と異なる意見を大切にする子ども 

○約束やきまりを守り，集団の中で自分の役割を自覚し責任を果たそうとす

る子ども 

○生命の尊さを知り，生命あるものを大切にする子ども 

道徳教育の重点目標 

〈国語〉 

・思考力，想像力，言語感覚を養うことを

通して，道徳的判断力や道徳的心情を高

めるとともに，豊かな表現力を養い人間

理解を深め，伝え合う力を高める。 

〈社会〉 

・地域及び我が国の国土と歴史への理解を

深め，民主的平和的な国家の形成者とし

て必要な態度・能力を育てる。 

〈算数〉 

・見通しをもち筋道を立てて考えることを

通して，論理的な思考力を高め，自分の

考えを深めようとする態度を育てる。 

〈理科〉 

・自然の事実・現象に接する学習を通して，

畏敬の念や自然を愛する心を育てる。 

〈生活〉 

・具体的な活動や体験を通して，身近な社

会や自然に気付き，自立への基礎を養

う。 

〈音楽〉  

・音楽を通して情操を養い，生活を潤いの

あるものにしようとする態度を育てる。 

〈図工〉 

・造形活動を通してつくり出す喜びを味わ

い豊かな情操を育てる。 

〈家庭〉 

・家庭生活への理解を深め，家族の一員と

してより良い生活を築こうとする心情

を育てる。 

〈体育〉 

・健康増進と体力の向上を図り，明るく健

康的な生活を営もうとする態度を育て

る。 

〈外国語〉 

・外国語を通じて体験的に文化や言語の理

解を深め，コミュニケーション能力の素

地を養う。 

各教科 

・学級活動，児童会
活動を通して集 
団の一員としての
自覚と，協力して
よりよい生活を築
こうとする自主
的，実践的態度を
育成する。 

・クラブ活動の異年
齢集団の中で興味
関心を追求する活
動を通して，自主
性と社会性を養
い，個性の伸長を
図る。 

・さまざまな学校行
事を通じて，自主
的態度，学習意欲，
協力，責任，公徳
心，勤労，社会奉
仕などの道徳性を
育成する。 

特別活動 

 

・総合的な学習を進める上で，

様々な体験や活動を通して，

人や物・自然とのかかわりを

大切にし，生きる力の核とな

る豊かな人間性を養う。 

・元気タイムや縦割班活動を通

して，異年齢集団の中での望

ましい人間関係を培い，自主

的，実践的態度を育てる。 

・ボランティア活動の価値に気

付かせ，校内美化活動，あい

さつ運動，お年寄りとのふれ

合い活動を通して，ボランテ

ィアの精神や態度を養う。 

・勤労生産活動や豊かな体験を

通して，働く喜びや学校に愛

着をもたせる。 

・その他の様々な教育活動を通

して，道徳的実践の充実を図

る。（朝の会，帰りの会，登

校，下校，給食，清掃など） 

総合的な学習の時間と

その他の教育活動  

○よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため，道徳的諸価値についての理解

を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方についての考

えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。 

  

 

学年別重点指導内容              ◎最重点 ○重点 

道徳の時間 

・学校のめざす道徳教育について，家庭や地

域社会との相互理解を図る。       

・家庭や各種団体との連絡を密にし，それぞ

れの立場での道徳教育の充実に努める。       

・保育園や学校間の協力，連携に努める。（学

校便り，学年便り，学級懇談会，個人懇談，

家庭訪問，その他） 

家庭・地域社会との連携 

 

・教師相互，教師と児童，児童相互の

人間関係の育成 

・教師間の共通理解，共通実践 

・教育環境の整備 

・校風の樹立 

・言語環境の整備 

学校経営 
 

・指導の基盤としての児童理解 

・教師と児童，児童相互の望ましい人間

関係の育成 

・一人ひとりが生き生きと活動できる経

営，教室経営 

・言語環境の整備 

学級経営 

町の重点施策 
児童の実態 

「輝く瞳 光る汗 笑顔

いっぱい三谷っ子」 

・動作化，役割演技など表現活動の工夫     ・板書を生かす工夫  

・発問の工夫                 ・説話の工夫 

・書く活動の工夫               ・話合いの工夫            

・動作化，役割演技など表現活動の工夫 

・教材を提示する工夫（紙芝居，影絵人形，ペープサートなど） 


